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グラクソ・スミスクライン
コンプライアンスマネージャー

竹川 仁視さん

　竹川仁視さん（35歳）は、2009年３月に東京薬科大学を卒業（薬剤師）し、
同年４月に入社したグラクソ・スミスクライン（ＧＳＫ）で現在、コンプライア
ンスマネージャーとして働く。ＭＲとして約７年、社内広報担当に16年に異動し、
21年から現職。この間、常に社内外の目と変化の波にさらされ、自身もチャレ
ンジの連続だった。しかし、そのチャレンジと共に経験値を積み上げ、仕事の幅
を広げ、今なお途上にある。薬学生には「就職先の選択肢が狭いと感じているか
もしれないが、それはもったいないこと。初めから選択肢を絞り込まず、したい
ことには制限を設けずチャレンジしてほしい」とエールを送る。

　コンプライアンス担当と聞くと、縁遠く感じるか
もしれない。しかし、変化が大きい今の事業環境の
中で、その仕事には社会に出たときに必要なノウハ
ウとスキルが詰まっている。そのノウハウとスキル
を伝えたく、竹川さんのコンプライアンス担当の仕
事と今日に至る経験を紹介する。
　何事もチャレンジをする際、変革が伴い、それに
は壁が立ちはだかる。その壁を力づくで壊すような
剛腕マネジメントだけでは、変革を進める側と受け
る側を分断し、相互の信頼を壊しかねない。むしろ、
共に乗り越えるための相互理解を醸成しながら新た
な道を切り開いていく姿勢が必要ではないか。そう
考え、取り組んできた一人が竹川さんだ。
　まずは、コンプライアンスとはどんな仕事なのか。
コンプライアンスには、新しい取り組みに対し、あ
れはダメ、これもダメと止めに入ったりする「警察
官」のようなイメージを持つかもしれないが、冒頭
に触れたように、それは違う。
　竹川さんはこう語る。「今はビジネス環境の大き
な変わり目にあります。過去の仕事の仕方が合わな
くなり、何か新しい取り組みに変えつづけていかな

ければならない時期です。新たなアク
ションをする場合、リスクを明確にし
ながら、目的に向かってどう取り組む
のがよいのか、ビジネスの意思決定を
サポートする、そして取り組みが加速
するようサポートするのが役割です」
　例えば、最近では、ＭＲと医薬品卸
との働き方の見直しという案件があっ
た。見直し策は昨年実施したが、実施までの間、営
業現場を巻き込んだ議論は、卸とＭＲとの連携関係
に大きな変化を迫る可能性があり、現場からは不安
の声が届いた。
　竹川さんが直接携わった案件ではないが、現場の

不安感や困りごとに対し、信頼を醸成しながら、新
たな取り組みを進めることについて経験はあった。
そこから得た教訓めいたものが、竹川さんの活動を
支えている。
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仕事はチャレンジにあふれている
現場の声聞き、変革をサポート

「チャレンジの機会があれば、それには『イエス！』と
答えたい」と話す竹川さん
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